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位置図
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数量総括表
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数量総括表
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河川部詳細

材　　料　　強　　度

σca=1400 kg/c㎡

引　　張　　応　　力

鉄　　　　筋

圧　　縮　　応　　力

圧　　縮　　応 　力

許　
　

容　
　

応　
　

力

最　　大　　粗　　骨　　材

σca=1400-24(L/b-45)

σca=2100  　〃

σca=2100-44(L/b-35)

σca=2100 kg/c㎡

σca=  80  　〃

σsa=  68.5　〃(SLAB)

25 mm

SS41
SS41

鋼

SM50Y
SM53

引　　張　　応　　力

曲　げ　圧　縮　応　力

支　　圧　　応　　力

τa1=   9  　〃

τa2=  20  　〃
せ 　ん　 断 　応 　力

付　　着　　応　　力

下　　　 部　 　　工

床　　　　　　　　版

コ
ン
ク
リ
ー
ト

σca=1400 kg/c㎡

σca=  72  　〃

σsa=1800  　〃

σsa=1400  　〃

τoa=  16  　〃

設　　計　　条　　件

桁　　　　　　　　長

支　　　 間 　　　長

有　　効　　幅　　員

活　　　 荷　　 　重

衝　　撃　　係　　数

水　　平　　震　　度

縦　　断　　勾　　配

平　　面　　曲　　線

斜　　　　　　　　角

127m500

41m100+44m500+41m100

10m000

TL-20 , TT-43

KH=0.2

R=∞

L=90°

橋　　　　　　　　長 127m800

i=20/(50+L)

型　　　　　　　　式 鋼3径間連続鈑桁

0.482%

横　　断　　勾　　配 2.000%

縮尺 1:250

縮尺 1:250

縮尺 1:500

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋　一般図（２）

荒井川橋

一般図（２）
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上り線単位項    目 備　　考

鋼構造物の製作 製作材料費（鋼板） A kg SM400A,SS400  

kg

kg

kg

鋼構造物の輸送 輸送重量

鋼構造物の架設 架設重量

現場ボルト孔明け

撤去鋼材
鋼材

鋼構造物の防錆

1種

4種

高力ボルト接合部

T.C.B M22

6≦ｔ≦10

175.0

165.3

165.3

56

4458.6

5225.5

28938.4

24.5φ孔(切欠き箇所の1本を除く)

ボルト

8

BOLT M24 本 8

kg 31.0 57本

kg 4.0 8本BOLT M22

BOLT M24 kg 8本4.0

本

本

孔引き重量9.7kg

BOLT M22

cm2

ボルトキャップ

ガス切断長

組

ｍ

ｍ 0.3

0.1

57

鋼部材補修工Ａ

塗膜除去 16762.6

T.C.B M22

塗替塗装 一般部 c-3

g-3 17544.6

9684.1

cm2

cm2

cm2

cm2

cm2

T.C.B M22

鋼材 孔引き重量9.7kg

工数算定要素

集計表

小型材片

加工鋼重計

部材数計

材片数

材片質量

部材数

個

個

kg

kg

個

41

175.0

2

2

175.0

新設部材（非接触面）の面積を含む

2C曲面加工 ｍ 15.1

10＜ｔ≦15

グラインダー仕上げ ｍ 1.5

シリコン樹脂シール L 2.1

2.0

滑らか仕上げ

エポキシ樹脂接着剤 L 2.6

当て板

特殊部 1種

増し塗り c-3

2R

J

kg小計 204.3

廃棄物処分

廃塗膜

研削廃材

廃棄資材

kg

kg

kg

3.5

135.6

20.2

当て板

素地調整 1種 cm2 12304.0 WEB、下フランジ(当て板接触面)

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

－

東日本高速道路株式会社

施工会社名

荒井川橋　鋼部材補修工　廃棄物処分

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋　鋼部材補修工
数量内訳

数量内訳
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[Type-150]

  S=1:10乾式止水材詳細図
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EJ-2側

EJ-1側

EJ-1側

EJ-2側

Type-150
Type-150

Type-150

1
2

2

31
2

2

3

タイプ-M(EPT) タイプ-M(EPT)50Ax300(EPT)

YN型-300(特)(EPT)

A

A

B

B

C

C

タイプ-M(EPT)

端部ジャバラ蓋詳細図
止水ゴム両端部に設置  S=1:10継手部詳細図

排水パイプ　

50Ax300(EPT)

排水パイプ詳細図

φ60

3
00

50A用(SUS304)

50A用(SUS304)

50A用(EPDM)

[YN型-300(特)]

  S=1:10止水ゴムパッキン詳細図

162

6 150 6

R75 1
21

40
75

6

20
10

M12x100
(1-UN,1-大型W付)

YN型-300(特)(EPT)

  S=1:10"b"部詳細図

6 9
20

38

19
19

5 50-300
5 50-300

寸切BOLT M12x40
(1-UN,1-W付)

YN型-300(特)(EPT)

BOLT M12x40
(1-UN,1-W付)

FB 50x12
50

2525

75

10

12
80

20
62

内
R6

  S=1:10"a"部詳細図

※1

※1

※1

 1-FB 38× 9× 767

10-FB 38× 9× 890

 1-FB 38× 9× 709

40-                  M12×100(1-UN,1-大型W付)※1

※1  1-FB 38× 9×1017

1 2 3

防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=86]

(ポリエチレンフォーム)

排水用防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=186]

(ポリウレタンフォーム)

1 2 3

 1-FB 50×12× 813※2

 2-FB 50×12× 152※2

 8-FB 50×12× 744※2

 6-FB 50×12× 212※2

※1  1-PL 145× 6× 813

 2-PL 145× 6× 647

 3-PL 145× 6× 794

 8-PL 145× 6× 744

 1-PL 145× 6×1065

※1

※1

※1

※1

※1  1-FB 32× 6× 813

 2-FB 32× 6× 225

 8-FB 32× 6× 744

 8-FB 32× 6× 372

 1-FB 32× 6×1065

※1

※1

※1

※1

41-寸切BOLT M12×40(1-UN,1-W付)※1

81-BOLT     M12×40(1-UN,1-W付)※1

 1-FB 50×12×1065※2

620

5010 40

200

1
20

870

104050

520

1
00
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1
85

85
1
00

1
00

770

  S=1:10

EJ-1側 EJ-2側 EJ-1側 EJ-2側地覆部車道部(一般部)

A - A   S=1:10C - C  S=1:10

EJ-1側 EJ-2側車道部(排水部)

B - B

36

251
20

25

a10=158

36

251
20

25

a10=158

1
40

12

1
40

12

1
40

12

10

251
20

25

a10=158

a10=58

Type-150

Type-150

YN型-300(特)(EPT) YN型-300(特)(EPT)

YN型-300(特)(EPT)

 1-乾式止水材  Type-150× 871

 1-防塵フォーム 186× 50×620

 2-防塵フォーム 186×120×200

 1-防塵フォーム 186× 50×870

1

2

3

 1-乾式止水材  Type-150×9602

[排水用]

 1-止水ゴムパッキン YN型-300(特)×11613(EPT)

 2-端部ジャバラ蓋 タイプ-M(EPT)

 1-排水パイプ 50A× 300(EPT) [止水ゴム付]

 1-排水パイプ 50A×3000(PVC)[導水用]

 1-排水パイプ継手管     50A用(SUS304)

 2-排水パイプ継手バンド 50A用(SUS304)

 3-排水パイプ固定金具   50A用(SUS304)

 1-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

 1-漏水防止材 50×10× 813

 2-漏水防止材 50×10× 152

 6-漏水防止材 50×10× 212

 8-漏水防止材 50×10× 744

 1-漏水防止材 50×10×1065

 1-乾式止水材  Type-150× 621

[排水用]

[排水用]

 1-防塵フォーム  86×100×520

 2-防塵フォーム  86×185×100

 1-防塵フォーム  86×100×770

1

2

3

"a"

"b"

1
00

  S=1:50流末処理詳細図
排水パイプ　

上り線　Ａ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋
伸縮装置補修工
上り線　Ａ１

伸縮装置補修工　Ａ

箇所 数量(箇所)

A1　上り線 1.0
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基礎コンクリート

850 2000

500

500

1400

1800

400

50

500

300

100

300

2000

5600

300*300*500

下り線

上り線

B9-1 STA.37+50

11500

8
5
0
0

7@5871.4=41100

400

100

側径間長　41100

一般型積雪地用Ａ　L=5.6m

平面図　　S=1:250

一般型積雪地用Ａ

箇所 数量(m)

A1　上り線 5.6

荒井川橋　立入防止柵撤去設置工
上り線　Ａ１

施工範囲 工種

　 一般型積雪地用A

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋
立入防止柵撤去設置工

上り線　Ａ１

一般型積雪地用Ａ　標準図　　S=1:30
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検査路撤

下

上り線

上り線

検査路撤去再設置工 Ａ

上り線

下り線

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋　検査路撤去再設置工（１）
上り線　Ａ１

荒井川橋
検査路撤去再設置工（１）

上り線　Ａ１

－

検査路撤去再設置工 Ａ

箇所 数量(箇所)

上り線 1.0

名称 数量(㎏) 箇所数 合計数量(㎏)

K-1(手摺端部) 33.9 1.0 33.9

K-1(手摺) 41.2 1.0 41.2

K-1(歩廊) 133.7 1.0 133.7

K-2(手摺) 56.6 1.0 56.6

K-2(歩廊) 152.1 1.0 152.1

K-2(手摺端部) 32.2 1.0 32.2

K-3(手摺) 59.5 1.0 59.5

K-3(歩廊) 165.0 1.0 165.0

K-4(手摺) 59.5 1.0 59.5

K-4(歩廊) 165.0 1.0 165.0

K-5(手摺) 59.5 1.0 59.5

K-5(歩廊) 165.0 1.0 165.0

K-6(手摺) 60.1 1.0 60.1

K-6(歩廊) 214.4 1.0 214.4

K-6(手摺端部) 36.3 1.0 36.3

BR-1 67.2 5.0 336.0

BR-2 55.7 1.0 55.7

BR-3 51.3 2.0 102.6

計 1928.3
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上り線 下り線

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋　検査路撤去再設置工（２）
上り線　Ａ１

荒井川橋
検査路撤去再設置工（２）

上り線　Ａ１

－
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図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋　検査路撤去再設置工（３）
上り線　Ａ１

荒井川橋
検査路撤去再設置工（３）

上り線　Ａ１

－
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平　面　図

下り線

上り線

荒井川

至　新潟 至　長岡

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

1:500

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

荒井川橋　交通保安要員

上り線　下り線　Ａ１ーＰ１

荒井川橋
交通保安要員

上り線　下り線　Ａ１―Ｐ１

単価表の項目 数量(人・日)

交通誘導警備員Ｂ１ 122

交代要員 61

凡例

交通保安要員

※1 交通保安要員の配置期間は、施工期間中とする。

※3 交通誘導警備員Ｂ１の数量を検測数量として扱うものとする。

※2 交通誘導警備員Ｂ１の休憩時の交代要員は1名とする。
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計　　画　　高

地　　盤　　高

追　加　距　離

単　　距　　離

測　　　　　点

側　面　図 縮尺 1:200

平　面　図 縮尺 1:200

平　面　曲　線 R=7500
L=2094.938
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至新潟

B-LINE
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STA.1+63 B.NO.-9'

470

30

橋長　21900

桁長　21840 30

支間長　20900 470

STA.1+85 B.NO.-9

60°
0'0"

標準断面図 縮尺 1:100

CL

2.000%2.000%

アスファルト舗装 75mm

700 14812 1800
50
1150 14787 700

16987

33999

17012

700 612 16@900=14400 600 1000

50

1
25

5
50
1
75
75

17312

1060 700 15@900=13500 677 700

16637

横　断  図 縮尺 1:100

Ａ1橋台

P.H  1.000

P.H -0.500

41701

P.H=9.212 P.H=9.216

1.845% 1.628%

2075 58 1325

40635

795 17557 2074 1324 18000 825

i=0.22%

75°
0'0"

75°
0'0"

漆山橋　一般図

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋

一般図

図示
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路肩側中分側
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A1
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新潟
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展開図　S=1:100

3228

1874

S=1:50

路肩側

中分側

A
1

(
t
=
4
c
m
)

A2(t=6cm)

A2(t=6cm)

A1(t=7
cm)

A
1

(
t
=
7
c
m
)

A1(t=4
cm)

重複部控除詳細図

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
コンクリートはつり工、断面修復工

上り線　Ａ１

漆山橋　コンクリートはつり工、断面修復工
上り線　Ａ１

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝４ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝４ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

② 床版側面 0.7

⑪ 張出下面 1.8

計 2.5

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

④ 床版下面 0.6

⑨ 床版下面 0.2

計 0.8

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝７ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝７ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.2

⑩ 床版側面 0.6

計 1.8

コンクリートはつり工　Ａ２（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

③ 床版下面 3.0

⑤ 床版下面 1.4

⑥ 床版下面 2.2

⑦ 床版下面 1.5

⑧ 床版下面 5.4

計 13.5

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

220　mm

230　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝４ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝４ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝６ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝７ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝７ｃｍ）

Ａ２（ｔ＝６ｃｍ） Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

重複部
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路肩側中分側
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A1
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展開図　S=1:100

中分側 路肩側

床版側面詳細図

160

190

100

100

190

140

2
43

5
934
45 2
14

1
30

1
00

水切り工 Ａ(面木30)

接着剤断面修復工

1
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コンクリート表面被覆工
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工
　
Ｂ
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設
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止

対
策
工
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ト

表
面
処

理
工

　
Ａ

220　mm

230　mm

路肩側

中分側

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋　コンクリート表面処理工、はく落防止対策工
上り線　Ａ１

はく落防止対策工　Ｂ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.3

② 張出下面 0.2

③ 床版 0.9

④ 床版下面 0.5

⑤ 床版側面 0.1

⑥ 張出下面 0.5

計 2.5

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

コンクリート表面処理工　Ａ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.1

② 張出下面 0.1

③ 床版 0.6

④ 床版下面 0.2

⑤ 床版側面 0.0

⑥ 張出下面 0.3

計 1.3

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

狭小部高さ

漆山橋
コンクリート表面処理工、はく落防止対策工

上り線　Ａ１

詳細図　S=1:5
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Ａ

220　mm

230　mm

路肩側

中分側

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋　表面保護工
上り線　Ａ１

コンクリート表面被覆工

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.1

② 床版側面 0.7

③ 床版下面 3.4

④ 床版下面 1.6

⑤ 床版下面 2.5

⑥ 床版下面 1.7

⑦ 床版下面 5.8

⑧ 床版側面 0.7

⑨ 張出下面 1.5

計 19.0

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

狭小部高さ

漆山橋
表面保護工
上り線　Ａ１

詳細図　S=1:5
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路肩側中分側
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Ａ

220　mm

230　mm

路肩側

中分側

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋　水切り工
上り線　Ａ１

水切り工　Ａ

番号 箇所 数量(m)

① 張出下面 2.6

② 床版側面 0.5

③ 張出下面 3.1

計 6.2

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

狭小部高さ

漆山橋
水切り工

上り線　Ａ１

詳細図　S=1:5
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路肩側

中分側

重複部控除詳細図
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=
5
c
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漆山橋　コンクリートはつり工、断面修復工
下り線　Ａ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
コンクリートはつり工、断面修復工

下り線　Ａ１

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝５ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.4

② 床版側面 1.0

⑨ 張出下面 1.9

計 4.3

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝７ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝７ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

④ 床版下面 0.9

⑦ 床版下面 1.2

⑧ 床版側面 0.8

計 2.9

コンクリートはつり工　Ａ２（ｔ＝７ｃｍ）

断面修復工　Ａ２ａ（ｔ＝７ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

③ 床版下面 7.6

⑤ 床版下面 1.8

⑥ 床版下面 2.8

計 12.2

190　mm

200　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝５ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝７ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝７ｃｍ）

Ａ２（ｔ＝７ｃｍ） Ａ２ａ（ｔ＝７ｃｍ）

重複部
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床版側面詳細図
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漆山橋　コンクリート表面処理工、はく落防止対策工
下り線　Ａ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

はく落防止対策工　Ｂ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.3

② 張出下面 0.3

③ 床版側面 0.3

④ 床版下面 1.1

⑤ 床版下面 1.4

⑥ 床版側面 0.2

⑦ 張出下面 0.4

計 4.0

190　mm

200　mm

路肩側

中分側

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工 Ｂ

水切り工 Ａ

既設はく落防止対策工

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

コンクリート表面処理工　Ａ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.1

② 張出 0.2

③ 床版下面 0.3

④ 床版下面 0.9

⑤ 床版下面 1.1

⑥ 床版側面 0.1

⑦ 張出下面 0.3

計 3.0

漆山橋
コンクリート表面処理工、はく落防止対策工

下り線　Ａ１

詳細図　S=1:5
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漆山橋　表面保護工
下り線　Ａ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

コンクリート表面被覆工

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.2

② 床版側面 0.7

③ 床版下面 8.5

④ 床版下面 2.1

⑤ 床版下面 3.2

⑥ 床版側面 0.7

⑦ 張出下面 1.7

計 18.1

190　mm

200　mm

路肩側

中分側

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工 Ｂ

水切り工 Ａ

既設はく落防止対策工

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

漆山橋
表面保護工
下り線　Ａ１

詳細図　S=1:5
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漆山橋　水切り工
下り線　Ａ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

水切り工　Ａ

番号 箇所 数量(m)

① 張出下面 2.9

② 床版側面 0.5

③ 張出下面 3.2

計 6.6

190　mm

200　mm

路肩側

中分側

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工 Ｂ

水切り工 Ａ

既設はく落防止対策工

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

漆山橋
水切り工

下り線　Ａ１

詳細図　S=1:5
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中分側
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漆山橋　コンクリートはつり工、断面修復工
上り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
コンクリートはつり工、断面修復工

上り線　Ａ２

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝４ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝４ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.2

② 床版側面 1.2

⑨ 床版側面 0.7

⑩ 張出下面 2.2

計 5.3

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

④ 床版下面 0.5

⑧ 床版下面 1.5

計 2.0

コンクリートはつり工　Ａ２（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

③ 床版下面 0.6

⑤ 床版下面 5.2

⑥ 床版下面 2.9

⑦ 床版下面 2.4

計 11.1

210　mm

185　mm

　路肩側

　中分側

狭小部高さ

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝４ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝４ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝６ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

Ａ２（ｔ＝６ｃｍ） Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

重複部
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路肩側
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展開図　S=1:100

中分側

床版側面詳細図

190

160 100

4
18

4
48

水切り工 Ａ(面木30)

接着剤 断面修復工

1
0
0

コンクリート表面被覆工

は
く
落

防
止

対
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工
　
Ｂ
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設
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落

防
止

対
策
工

コ
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リ
ー
ト

表
面
処

理
工

　
Ａ

漆山橋　コンクリート表面処理工、はく落防止対策工
上り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

工　種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

はく落防止対策工　Ｂ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.2

② 張出下面 0.3

③ 床版側面 0.6

④ 床版下面 0.8

⑤ 床版下面 1.1

⑥ 張出下面 0.5

計 3.5

コンクリート表面処理工　Ａ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.1

② 張出下面 0.2

③ 床版側面 0.2

④ 床版下面 0.6

⑤ 床版下面 0.7

⑥ 張出下面 0.3

計 2.1

210　mm

185　mm

　路肩側

　中分側

狭小部高さ

漆山橋
コンクリート表面処理工、はく落防止対策工

上り線　Ａ２

詳細図　S=1:5
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展開図　S=1:100

中分側

床版側面詳細図

190

160 100

2
69

水切り工 Ａ(面木30)

接着剤 断面修復工

1
0
0

コンクリート表面被覆工

は
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止

対
策

工
　
Ｂ
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設
は

く
落

防
止

対
策
工

コ
ン
ク
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ト

表
面
処
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工

　
Ａ

漆山橋　表面保護工
上り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

工　種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

コンクリート表面被覆工

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 0.9

② 床版側面 0.6

③ 床版下面 0.6

④ 床版下面 6.1

⑤ 床版下面 3.4

⑥ 床版下面 3.4

⑦ 床版側面 0.8

⑧ 張出下面 1.9

計 17.7

210　mm

185　mm

　路肩側

　中分側

狭小部高さ

漆山橋
表面保護工
上り線　Ａ２

詳細図　S=1:5
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路肩側

A1

A2

中分側

①
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②

新潟
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水
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展開図　S=1:100

450

水切り工 Ａ(面木30)

接着剤 断面修復工

1
0
0

コンクリート表面被覆工

は
く
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防
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対
策

工
　
Ｂ
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設
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対
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工

コ
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表
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処
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工

　
Ａ

漆山橋　水切り工
上り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

工　種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

水切り工　Ａ

番号 箇所 数量(m)

① 張出下面 2.6

② 床版側面 0.5

③ 張出下面 3.5

計 6.6

210　mm

185　mm

　路肩側

　中分側

狭小部高さ

漆山橋
水切り工

上り線　Ａ２

詳細図　S=1:5
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路肩側中分側
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路肩側

中分側

A
1

(
t
=
5
c
m
)

A2(t=6cm)

A
1

(
t
=
5
c
m
)

A2(t=6cm)

重複部控除詳細図

A1(t=5
cm)

A1(t=5cm)

漆山橋　コンクリートはつり工、断面修復工
下り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
コンクリートはつり工、断面修復工

下り線　Ａ２

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝５ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.5

② 床版側面 0.9

⑪ 床版側面 0.8

⑫ 張出下面 2.3

計 5.5

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

④ 床版下面 1.2

コンクリートはつり工　Ａ２（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

③ 床版下面 1.1

⑤ 床版下面 0.7

⑥ 床版下面 3.5

⑦ 床版下面 1.4

⑧ 床版下面 0.8

⑨ 床版下面 0.5

⑩ 床版下面 0.6

計 8.6

210　mm

235　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝５ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝６ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

Ａ２（ｔ＝６ｃｍ） Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

重複部
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路肩側中分側

床版側面詳細図
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水切り工 Ａ(面木30)

接着剤断面修復工
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コ
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ト

表
面
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Ａ

漆山橋　コンクリート表面処理工、はく落防止対策工
下り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

はく落防止対策工　Ｂ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.3

② 張出下面 0.2

③ 床版側面 0.2

④ 床版下面 0.9

⑤ 張出 0.5

計 2.1

210　mm

235　mm

路肩側

中分側

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

コンクリート表面処理工　Ａ

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.1

② 張出下面 0.1

③ 床版側面 0.1

④ 床版下面 0.7

⑤ 張出 0.3

計 1.3

漆山橋
コンクリート表面処理工、はく落防止対策工

下り線　Ａ２

詳細図　S=1:5
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展開図　S=1:100

路肩側中分側

床版側面詳細図
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Ａ

漆山橋　表面保護工
下り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

コンクリート表面被覆工

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.4

② 床版側面 0.8

③ 床版下面 1.8

④ 床版下面 0.9

⑤ 床版下面 4.0

⑥ 床版下面 1.7

⑦ 床版下面 1.0

⑧ 床版下面 0.8

⑨ 床版下面 0.8

⑩ 床版側面 0.8

⑪ 張出下面 2.0

計 16.0

210　mm

235　mm

路肩側

中分側

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

漆山橋
表面保護工
下り線　Ａ２

詳細図　S=1:5
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漆山橋　水切り工
下り線　Ａ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

水切り工　Ａ

番号 箇所 数量(m)

① 張出下面 3.1

② 床版側面 0.5

③ 張出下面 3.5

計 7.1

210　mm

235　mm

路肩側

中分側

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

はく落防止対策工　Ｂ

水切り工　Ａ

既設はく落防止対策工

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

漆山橋
水切り工

下り線　Ａ２

詳細図　S=1:5
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基礎コンクリート
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桁長　21840 9955

支間長　20900 470

STA.1+85 B.NO.-9

60°
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一般型積雪地用Ａ　L=1.9m

一般型積雪地用Ａ　L=4.9m
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基礎コンクリート
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1800

400
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300
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1900

300*300*500

平面図　S=1:300

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

一般型積雪地用Ａ　標準図（下り線　Ａ２） S=1:30

一般型積雪地用Ａ　標準図（上り線　Ａ１）　S=1:30

　　　　一般型積雪地用Ａ

箇所 数量(m)

Ａ１　上り線 4.9

Ａ２　下り線 1.9

計 6.8

施工範囲 工種

　 一般型積雪地用Ａ

漆山橋　立入防止柵撤去設置工
上り線　Ａ１、下り線　Ａ２

漆山橋
立入防止柵撤去設置工

上り線　Ａ１、下り線　Ａ２
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検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

検
査
路
撤
去
再
設
置
工
　
Ｂ

上り線

下り線

上り線

上り線

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

ー

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
検査路撤去再設置工

上り線　Ａ１

漆山橋　検査路撤去再設置工
上り線　Ａ１

検査路撤去再設置工　Ｂ

箇所 数量(箇所)

上り線　A１ 1.0

名称 数量(㎏) 箇所数 合計数量(㎏)

K-1(手摺端部) 33.0 1.0 33.0

K-1(手摺) 60.8 1.0 60.8

K-1(床板) 126.3 1.0 126.3

K-2(手摺端部) 32.6 1.0 32.6

K-2(手摺) 57.7 1.0 57.7

K-2(床板) 92.8 1.0 92.8

K-3(手摺) 84.0 1.0 84.0

K-3(床板) 144.4 1.0 144.4

K-4(手摺) 84.0 1.0 84.0

K-4(床板) 144.4 1.0 144.4

K-5(手摺) 84.0 1.0 84.0

K-5(床板) 144.4 1.0 144.4

K-6(手摺) 84.0 1.0 84.0

K-6(床板) 144.1 1.0 144.1

BR-1 49.2 6.0 295.2

BR-2 51.9 2.0 103.8

計 1715.5
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検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

下り線

下り線

上り線

下り線

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

ー

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
検査路撤去再設置工

下り線　Ａ１

漆山橋　検査路撤去再設置工
下り線　Ａ１

検査路撤去再設置工　Ｂ

箇所 数量(箇所)

下り線　A１ 1.0

名称 数量(㎏) 箇所数 合計数量(㎏)

K-7(手摺) 84.0 1.0 84.0

K-7(床板) 138.6 1.0 138.6

K-8(手摺) 84.0 1.0 84.0

K-8(床板) 144.4 1.0 144.4

K-9(手摺) 84.0 1.0 84.0

K-9(床板) 144.4 1.0 144.4

K-10(手摺) 83.8 1.0 83.8

K-10(床板) 144.2 1.0 144.2

K-10(手摺端部) 27.7 1.0 27.7

BR-1 49.2 5.0 246.0

計 1181.1
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検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

上り線

下り線

上り線

上り線

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

ー

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
検査路撤去再設置工

上り線　Ａ２

漆山橋　検査路撤去再設置工
上り線　Ａ２

検査路撤去再設置工　Ｂ

箇所 数量(箇所)

上り線　A2 1.0

名称 数量(㎏) 箇所数 合計数量(㎏)

K-1(手摺) 82.2 1.0 82.2

K-1(床板) 91.0 1.0 91.0

K-2(手摺) 82.4 1.0 82.4

K-2(床板) 95.1 1.0 95.1

K-3(手摺) 82.4 1.0 82.4

K-3(床板) 95.1 1.0 95.1

K-4(手摺) 82.4 1.0 82.4

K-4(床板) 94.8 1.0 94.8

K-1(手摺端部) 26.2 1.0 26.2

BR-3 39.8 5.0 199.0

計 930.6
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検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

検査路撤去再設置工　Ｂ

検
査
路
撤
去
再
設
置
工
　
Ｂ

正面図 下り線

存置
下り線

下り線

上り線

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

ー

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
検査路撤去再設置工

下り線　Ａ２

漆山橋　検査路撤去再設置工
下り線　Ａ２

検査路撤去再設置工　Ｂ

箇所 数量(箇所)

下り線　A2 1.0

名称 数量(㎏) 箇所数 合計数量(㎏)

K-5(手摺) 82.4 1.0 82.4

K-5(床板) 90.9 1.0 90.9

K-6(手摺) 82.4 1.0 82.4

K-6(床板) 95.1 1.0 95.1

K-7(手摺) 82.4 1.0 82.4

K-7(床板) 95.1 1.0 95.1

K-8(手摺) 82.4 1.0 82.4

K-8(床板) 95.1 1.0 95.1

K-9(手摺端部) 31.1 1.0 31.1

K-9(手摺) 61.7 1.0 61.7

K-9(床板) 73.5 1.0 73.5

K-10(手摺端部) 33.0 1.0 33.0

K-10(手摺) 61.5 1.0 61.5

K-10(床板) 142.0 1.0 142.0

BR-2 51.9 2.0 103.8

BR-3 39.8 6.0 238.8

計 1451.2
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図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

ー

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
検査路撤去再設置工

各部詳細図

漆山橋　検査路撤去再設置工
各部詳細図
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②

①

①②

排水管撤去設置工　Ａ

S-１

1
1
00

1
7
00

下り線

上り線

下り線

上り線

ホールインアンカー
M12×70×2本　2箇所

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

ー

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

漆山橋
排水管撤去設置工

上り線　下り線　Ａ２

漆山橋　排水管撤去設置工
上り線、下り線　Ａ２

:排水管撤去設置工

排水管撤去設置工　Ａ

番号 箇所 数量(箇所) 数量(ｍ)

① 上り線 1.0 1.1

② 下り線 1.0 1.7

計 2.0 2.8

注記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. ボルト、ナットは溶融亜鉛メッキを施す。

　 亜鉛の膜厚は、HDZT49とする。
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至長岡

上り線

下り線

至新潟

上り線

下り線

至長岡

上り線

下り線

至新潟

上り線

下り線

A1橋台 A2橋台 A1橋台 A2橋台

交通誘導警備員Ｂ１　

交通誘導警備員Ｂ１ 　

歩道　歩行者誘導

歩道　歩行者誘導

交通誘導警備員Ｂ２　

車線規制

交通誘導警備員Ｂ２　

車線規制

交通誘導警備員Ｂ２ 　

車線規制

交通誘導警備員Ｂ１　

車線規制

交通誘導警備員Ｂ１　

車線規制

漆山橋　交通保安要員

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

1:400

上り線　下り線　Ａ１ーＡ２

漆山橋
交通保安要員

上り線　下り線　Ａ１―Ａ２

※4 交通誘導警備員Ｂ１、Ｂ２の休憩時の交代要員は1名とする。

単価表の項目 A1側歩道(人・日) A1側車道(人・日) A2側車道(人・日) 合計(人・日)

交通誘導警備員Ｂ１ 120 102 222

交通誘導警備員Ｂ２ 39 39

交代要員 60 13 51 124

凡例

交通保安要員

※3 A2側車線規制の交通保安要員の配置期間は、施工期間中とする。

    および検査路撤去再設置工の施工期間とする。

A2側　車線規制A1側　車線規制、歩道　片側交互通行

※2 A1側車線規制の交通保安要員の配置期間は、固定足場の設置撤去

※1 A1側歩道規制の交通保安要員の配置期間は、施工期間中とする。

※5 交通誘導警備員Ｂ１、Ｂ２の数量を検測数量として扱うものとする。
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計　　画　　高

地　　盤　　高

追　加　距　離

測　　　　　点

側　面　図 縮尺 1:1000

平　面　図 縮尺 1:1000
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国見橋　一般図

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋

一般図

図示
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路肩側 中分側
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重複部控除詳細図

路肩側

中分側

A
1
(
t
=
5
c
m
)

A
1
(
t
=
5
c
m
)

A2(t=6cm)

A1(t=
5cm)

A1(t=6cm)

A1(t=5cm)

S=1:50

国見橋　コンクリートはつり工、断面修復工
下り線　Ｐ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
コンクリートはつり工、断面修復工

下り線　Ｐ１

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝５ｃｍ）

断面修復工　Ａ１a（ｔ＝５ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.9

② 床版側面 1.6

⑦ 床版側面 1.6

⑧ 張出下面 2.3

計 7.4

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ１a（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

④ 床版下面 2.5

⑤ 床版下面 1.5

⑥ 床版下面 0.7

計 4.7

コンクリートはつり工　Ａ２（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

③ 床版下面 16.7

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝５ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝６ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

Ａ２（ｔ＝６ｃｍ） Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

重複部

320　mm

330　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ
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路肩側 中分側
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水切り工 Ａ(面木30)

コンクリート表面被覆工

接着剤 断面修復工1
0
0

国見橋　表面保護工
下り線　Ｐ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
表面保護工
下り線　Ｐ１

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

320　mm

330　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

コンクリート表面被覆工

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.4

② 張出下面 2.0

③ 床版側面 1.8

④ 床版下面 23.1

⑤ 床版側面 1.8

⑥ 張出下面 2.5

計 31.6

水切り工　Ａ

詳細図　S=1:5
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路肩側 中分側

長岡

新潟

P2

P1

①

水
切
り

工
　

Ａ
　

29
35

水
切
り

工
　

Ａ
　

25
35

②

展開図　S=1:70

水切り工 Ａ(面木30)

コンクリート表面被覆工

接着剤 断面修復工1
0
0

国見橋　水切り工
下り線　Ｐ１

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
水切り工

下り線　Ｐ１

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

320　mm

330　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

水切り工　Ａ

番号 箇所 数量(m)

① 張出下面 2.9

② 張出下面 2.5

計 5.4

水切り工　Ａ

詳細図　S=1:5
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路肩側 中分側

新潟

長岡

P1

P2

630

700

728

2
4
00

1
9
00

1066

700

2
4
00

2
3
00

④

⑤

①
②

20
27

1393

1022

91
74

10
79

222

54
0

1244

17
5457

1

1429

94
4

185

③

1244

⑥

1
8
79

1
0
79

8
2
1

展開図　S=1:70
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7
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4
7
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7
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4
7
0

533

89
3

456

670 5
9
0

468

5
9
0

670

48
0

2
5

468

S=1:50

路肩側

中分側

A
1
(
t
=
5
c
m
)

A2(t=6cm)

A1(t=5
cm)

A1(t=6cm)

A
1
(
t
=
5
c
m
)

A1(t=5cm)

重複部控除詳細図

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
コンクリートはつり工、断面修復工

上り線　Ｐ２

国見橋　コンクリートはつり工、断面修復工
上り線　Ｐ２

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝５ｃｍ）

断面修復工　Ａ１a（ｔ＝５ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 1.7

② 床版側面 1.3

⑤ 床版側面 1.6

⑥ 張出下面 2.6

計 7.2

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ１a（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

④ 床版下面 0.5

コンクリートはつり工　Ａ２（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ２a（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

③ 床版下面 13.5

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝５ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝６ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

Ａ２（ｔ＝６ｃｍ） Ａ２ａ（ｔ＝６ｃｍ）

重複部

260　mm

290　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

型式：単純RC中空床版
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路肩側 中分側

新潟

長岡

P1

P2

⑤

②

③

④

150

2
5
35

728

100

440

160

18
89

54
0

67
5 13

49

89
05

19
59

⑥

371
222

222

371

600
100

1066
150

1
3
52
5
0

2
5
35

3
8
6

20
2

①

1122

5
3
5

3
1
4

33
6

20
1

20
1

2
3
14

2
4
00

展開図　S=1:70
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水切り工 Ａ(面木30)

コンクリート表面被覆工

接着剤 断面修復工1
0
0

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
表面保護工
上り線　Ｐ２

国見橋　表面保護工
上り線　Ｐ２

260　mm

290　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.4

② 張出下面 1.8

③ 床版側面 1.5

④ 床版下面 16.0

⑤ 床版下面 1.7

⑥ 床版側面 2.7

計 24.1

水切り工　Ａ

詳細図　S=1:5

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲
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路肩側 中分側

新潟

長岡

P1

P2

水
切
り

工
　

Ａ
　

25
35

水
切
り

工
　

Ａ
　

25
35

①

展開図　S=1:70

②

水切り工 Ａ(面木30)

コンクリート表面被覆工

接着剤 断面修復工1
0
0

国見橋　水切り工
上り線　Ｐ２

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
水切り工

上り線　Ｐ２

260　mm

290　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ

工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

水切り工　Ａ

番号 箇所 数量(m)

① 張出下面 2.5

② 張出下面 2.5

計 5.0

水切り工　Ａ

詳細図　S=1:5

型式：単純RC中空床版

狭小部範囲
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:検査路撤去再設置工 Ｃ

①②

③ ④

①

②

③

④

上り線

下り線

上下線

上下線

上り線 下り線

上り線 下り線

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

ー

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
検査路撤去再設置工

上り線　Ｐ２　下り線　Ｐ１

国見橋　検査路撤去再設置工
上り線　Ｐ２　下り線　Ｐ１

検査路撤去再設置工 Ｃ

番号 箇所 数量(箇所) 数量(㎏)

① 橋脚 1.0 39.9

② 橋脚 1.0 39.9

③ 橋脚 1.0 39.9

④ 橋脚 1.0 39.9

計 4.0 159.6
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②
①②
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取付金具b撤去再設置
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4040

1
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0

8
0

2
0

4
0

2
0

60

1
4

30
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14
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取付金具a　S=1:15

60

58

∅16
5

4.5

4.5

87 147

1-PL.80×6×200

1-PL.80×6×(L+60)

2-B.N 13Φ×40

2-ホールインアンカー　

　M12×70

1-PL.80×4.5×647

6

ホールインアンカー　M12

①　S=1:50

1800

チーズ管撤去

エルボ管設置

1000

取付金具a撤去設置

　　 既設アンカー切断　　　　

　　　ホールインアンカー　M12

インクリーザー

(新品)

VP200

(既設)

直管(VP200)撤去

直管(VP150)設置

26
2

1-エルボ管

1-インクリーザー　200×150
1-直管　L=1000

2-ホールインアンカー　M12

8
9
0

4
7
0

4
2
0

216

②　S=1:50

180

1-チーズ管

VP200(撤去再設置)

チーズ管(取替)

取付金具b(撤去再設置)

185

ホールインアンカー　M12

3500

400
2-ホールインアンカー　M12×70

エルボ管 S=1:20

182Φ

1
7
0

1
6
5 Φ

17080

9
0

1.000 0
.
0
2
04

F

A1 P1

M M

P2

F M

A2

F

排水管撤去設置工　Ｂ

3030 3030

4.5

250

20
20

2020

30 30

2020

60 60

70 70174

254

R=
10

165Φ

4.5

13　BN

ホールインアンカー　M12

2-PL　40×4.5×330
2-PL　40×4.5×654
2-BN　13Φ×40

取付金具c　S=1:15

2-ホールインアンカー　M12×70

1
4
0

3
0

8
0

3
0

∅2
16
+1
.0

  
 ～

3.
0

4.
5

4.
5

7070

取付金具b S=1:15

200

1
2
0

140

8

30 80 30

ホールインアンカー　M12

70

3040

2-ホールインアンカー M12×70

注記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. 部材は全て溶融亜鉛メッキを施す。

　 亜鉛の膜厚は、JIS H 8641のHDZT77とする。

　 但し、ボルト、ナットはHDZT49とする。

3. 実際の製作、施工寸法は本図面を基に、

　 現場実測結果と照合した上で決定すること。

4. 取付け金具のボルトまたはナットはゆるみ　　　

止め構造とする。

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

国見橋
排水管撤去設置工

下り線　Ｐ１ーＰ２

国見橋　排水管撤去設置工
下り線　Ｐ１ーＰ２排水管撤去設置工　Ｂ

番号 箇所 数量(箇所)

① 張出下面 1.0

② 床版側面 1.0

計 2.0

使用材料

番号 種別 規格 単位 数量 撤去 処分
設置材料

既設 新品

① 流水延長 ｍ 1.3

チーズ管 VP200 個 1 〇 〇

直管 VP200 ｍ 1.0 〇 〇

取付金具a VP200 個 1 〇 〇 〇

ホールインアンカー M12×70 本 2 〇

インクリーザー 200×150Φ 個 1 〇

エルボ管 VP150 個 1 〇

直管 VP150 ｍ 1.0 〇

② 流水延長 ｍ 4.6

直管 VP200 ｍ 3.5 〇 〇

取付金具b VP200 個 1 〇 〇

ホールインアンカー M12×70 本 2 〇

チーズ管 VP200 個 1 〇 〇 〇

取付金具c VP150 個 1 〇 〇 〇

ホールインアンカー M12×70 本 2 〇
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平　面　図

国
道

4
6
0
号
線

至新潟 至長岡

上り線

下り線

国見橋　交通保安要員

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

1:400

上り線　下り線　Ｐ１ーＰ２

国見橋
交通保安要員

上り線　下り線　Ｐ１―Ｐ２

※3 交通誘導警備員Ｂ１の数量を検測数量として扱うものとする。

※2 交通誘導警備員Ｂ１の休憩時の交代要員は1名とする。

単価表の項目 P1(人・日) P2(人・日) 合計(人・日)

交通誘導警備員Ｂ１ 18 10 28

交代要員 9 5 14

凡例

交通保安要員

    検査路撤去再設置工の施工期間とする。

※1 交通保安要員の配置期間は、固定足場の設置撤去および
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新津高架橋　一般図（２）

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋

一般図（２）

1:1200
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標準断面図

～A1 P1ＰＣ中空床版部

2.000% 2.000%

PHPH PH

アスファルト舗装 t=75mm アスファルト舗装 t=75mm

250
750 3500 4550 1500

700700

18930

2500 3500 3530 3500 3500 750
250

17530 700

550 550 11950

700 10550

9
00

815 15@980=14700 815

1300 1300

745 8@980=7840 765

1300

9
00

1300 16330 9350

1
00

6
50
1
50
75

～P1ＰＣ中空床版部

2.000% 2.000%

PH PHPH

アスファルト舗装 t=75mm アスファルト舗装 t=75mm

2500 3500 750 3500 3500 750 250 250 750 3500 3500 1500

700

1090016150 550 550

700 14750 700 700 9500

1
40
0

1175 7@1600=11200 1175

13001300 13550

1
00

1
15
0

1
50

75

1
40
0

1300 8300 1300

1050 4@1550=6200 1050

～ A2ＰＣ中空床版部

CL

2.000% 2.000%

PH PH

アスファルト舗装 t=75mm アスファルト舗装 t=75mm

1
40
0

1
40
0

1500 3500 3500 750 250

700

10900 550 550 10900

700700 9500

250 750 3500 3500 1500

700 9500

1
00

1
15
0

1
50

1050 4@1550=6200 1050 1050 4@1550=6200 1050

13001300 8300 1300 1300 8300

Ａ1橋台

1500 6@5215.7=31300 1500

34300

場所打ち杭 φ1500
L=40.0m  n=14本

1
50
0 2
00

3
53
8

5
23
8

11.761 1
50
02
00

3
69
0

5
39
05
60
0

2.000%

PH=17.361

2.000%

PH=17.361

5
60
0

701 18465
250
1240

20

1240
250

10964 701

20656 13155

Ｐ1橋脚

1200 4950 5000 4950 1200

17300

場所打ち杭 φ1200
L=30.0m  n=8本

1
30
0 2
00

1
05
37

1
20
37

5
66

3.322

500 3300 3450 2800 3450 3300 500

173001
22
00

5
66

1
08
63

5
66

場所打ち杭 φ1200
L=30.0m  n=5本

1200 3950 3950 1200

10300

1
07
93

5
63

500 3300 2700 3300 500

10300

1
30
0 2
00

1
06
07

5
63

1
21
07

3.395

PH=17.422

2.000%

PH=17.422

2.000%

1
22
00

5
63

700
250

10284 700

11934550

701 17277
250
700

18928 550

Ｐ2橋脚

1200

場所打ち杭 φ1200
L=31.5m  n=10本

4@5375=13500 1200

15900

1
30
0 2
00

9
35
1

1
08
51

4.535

500 3300 2650 3000 2650 3300 500

149001
10
00

9
64
9

1200 2@3450=6900 1200

9300

場所打ち杭 φ1200
L=31.5m  n=6本

500 3000 2300 3000 500

83001
10
00

1
30
0 2
00

9
41
7

1
09
17

4.625

PH=17.512

2.000%

PH=17.512

2.000%

701 15915
250
700 700

250
9280 700

1093017566 550 550

Ｐ3橋脚

Ｐ4橋脚

Ｐ5橋脚

平・7マ第  4  号 4/5

1200 3@4200=12600 1200

15000

場所打ち杭 φ1200
L=32.0m  n=8本

1
30
0 2
00

9
36
0

1
08
60

4.675

500 3300 2200 3000 2200 3300 500

140001
10
00

9
64
0

場所打ち杭 φ1200
L=32.0m  n=6本

1200 2@3450=6900 1200

9300

9
58
3

9
58
3

500 3000 2300 3000 500

83001
10
00

1
30
0 2
00

9
41
7

1
09
17

4.737

PH=17.603

2.000%

PH=17.603

2.000%

700 15009
250
700

250
9250 700

10900

700

16659 550 550

場所打ち杭 φ1200
L=32.0m  n=8本

1200 4@3050=12200 1200

14600

1
30
0 2
00

9
36
4

1
08
64

4.750

500 3300 2000 3000 2000 3300 500

13600

1
10
00

9
63
6

場所打ち杭 φ1200
L=31.0m  n=6本

1200

2@3450=6900 1200

9300

500 3000 2300 3000 500

8300

1
05
83

1
20
00

1
30
0 2
00

1
04
17

1
19
17

3.891

PH=17.693

2.000%

PH=17.693

2.000%

700 14556
250
700 700

250
9250 700

1090016206 550 550

場所打ち杭 φ1200
L=31.5m  n=6本

2200 2@5050=10100 2200

14500

500 3300 2050 2800 2050 3300 500

13500

1
30
0 2
00

9
76
5

1
12
65

4.533

1
14
00

1
00
35

場所打ち杭 φ1200
L=31.5m  n=4本

9
98
3

500 3000 2300 3000 500

83001
14
00

2200 4900 2200

9300

1
30
0 2
00

9
81
7

1
13
17

4.591

PH=17.783

2.000%

PH=17.783

2.000%

700 14500
250
700 700

250
9250 700

1090016150 550 550

新津高架橋　一般図（３）

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋

一般図（３）

1:600
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4
70
0

2
50
0

3500 18000 ( 9000) 3500

25000 (16000)

※（　）内は暫定時の建築限界の幅員を示す。

主要地方道 新発田・新津線 ＪＲ羽越本線

市道中新田15号線

5000 4
50
0 4
00
0

6000 500

農道（STA.851+24.0）付近 農道（STA.851+63.0）付近

5000500 500

4
00
0

6
23
2

下部工横断図 縮尺 1:1200

Ｐ6橋脚

Ｐ7橋脚

Ｐ8橋脚

場所打ち杭 φ1200
L=30.0m  n=8本

場所打ち杭 φ1200
L=30.0m  n=6本

1200 3@4033.3=12100 1200

14500

1
30
0 2
00

9
86
5

1
13
65

4.437

500 3000 2350 2800 2350 3000 500

13500

1
15
00

1
16
35

1200 2@3450=6900 1200

9300

1
30
0 2
00

9
91
7

1
14
17

4.504

1
15
83

500 3000 2300 3000 500

1
15
00

8300

PH=17.873

2.000%

PH=17.873

2.000%

700 14500 700 700
250

9250 700

1090016150 550 550

250

場所打ち杭 φ1200
L=30.5m  n=8本

場所打ち杭 φ1200
L=30.5m  n=6本

1200 3@3433.3=10300 1200

12700

1
30
0

4.543

2
00

9
88
3

1
13
83

500 3000 1450 2800 1450 3000 500

11700

1
15
00

1200 2@3450=6900 1200

9300

1
16
17

1
15
83 1
15
00

500 3000 2300 3000 500

8300

1
30
0

2
00

9
91
7

1
14
17

PH=17.941

2.000%

PH=17.941

2.000%

700 12654
250
700 700

250
9250 700

1090014304 550 550

場所打ち杭 φ1200
L=30.5m  n=6本

場所打ち杭 φ1200
L=30.5m  n=6本

1200 2@3800=7600 1200

10000

1
30
0 2
00

1
00
10

1
15
10

4.474

500 3000 3000 3000 500

9000 1
16
901
16
00

1200 2@3450=6900 1200

9300

1
16
83 1
16
00

500 3000 2300 3000 500

8300

1
30
0 2
00

1
00
17

1
15
17

4.577

4.497

PH=17.966 PH=17.966

2.000%2.000%

700 10020
250
700 700

250
9250 700

1090011670 550 550

Ｐ9橋脚

Ｐ10橋脚

Ｐ11橋脚

場所打ち杭 φ1200
L=31.0m  n=6本

1200 2@3450=6900 1200

9300

場所打ち杭 φ1200
L=31.0m  n=6本

1200 2@3450=6900 1200

9300

1
30
0

2
00

1
02
17

1
17
17

4.280

500 3000 2300 3000 500 500 3000 2300 3000 500

83008300

1
30
0 2
00

1
02
17

1
17
17 1
18
00

1
18
00

4.280

1
18
83

1
18
83

PH=17.949

2.000%

PH=17.949

2.000%

700 9250
250
700 700

250
9250 700

1090010900 550 550

場所打ち杭 φ1200
L=31.0m  n=5本

場所打ち杭 φ1200
L=31.0m  n=5本

1200 2@3700=7400 1200

9800

1200 2@3700=7400 1200

9800

500 3200 2400 3200 500

8800

1
30
0 4
00

1
22
00

1
27

1
04
64

1
01

1
21
64

1
22
36

1
52

3.926

6.20

1
22
00

1
01

500 3200 2400 3200 500

8800

1
30
0 4
00

1
04
43

1
17

1
21
43

3.963

1
22
57

85

17.894

(2.000%)

17.904

(2.000%)

6346 6346

740 10048 740 740 10048 740

1152811528 582582

CL

1200 2@3700=7400 1200 1200 2@3700=7400 1200

98009800

場所打ち杭 φ1200
L=31.0m  n=6本

場所打ち杭 φ1200
L=31.0m  n=6本

500

3000 2800 3000

5008800 500

3000 2800 3000

5008800

1
20
0

3
00

1
22
00

1
06
44

1
21
44

1
22
56

1
22
56

1
22
00

1
20
0

3
00

1
06
44

1
21
44

3.949 3.956

6.00

17.798

(2.000%)

17.813

(2.000%)

6346

740

11528

6346

10048 740 740 10048 740

11528582 582

Ａ2橋台

CL

1553 6@3766=22594 1553

25700

場所打ち杭 φ1500
L=41.0m  n=14本

1
50
0 3
00

3
99
4

5
79
4

11.684

14.00

1
50
0 3
00

4
03
5

5
83
5

11.684

17.664

(2.000%)

17.684

(2.000%)

5
98
0

6
00
0

6081 6081

740

12099

24220

100471311740 10047 1311

12099 21

支　　　　　間

道　路　区　分

橋　　　　　長

荷　　　　　重

縦　断　勾　配

図　示
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型　　　　　式 図　示

コンクリート
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桁　　長 図　示
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有　効　幅　員

鉄　     筋 SD345
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鉄　     筋

90°, 左71° P10,P11,A2

道路橋示方書・同解説（平成2年2月）

SD345

新津高架橋　一般図（４）

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋

一般図（４）

図　示
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中分側路肩側
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重複部控除詳細図

路肩側

中分側

A2(t=5cm)

A
1
(
t
=
6
cm
)

A2(t=5cm)

A
1
(
t
=
6
cm
)

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

1:50

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋
コンクリートはつり工、断面修復工

上り線　Ａ１

新津高架橋　コンクリートはつり工、断面修復工
上り線　Ａ１

型式：単純PC中空床版

狭小部範囲

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝５ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

④ 床版下面 7.9

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝６ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 張出下面 2.0

② 床版側面 1.7

⑤ 床版側面 1.7

⑥ 張出下面 2.3

計 7.7

コンクリートはつり工　Ａ２（ｔ＝５ｃｍ）

断面修復工　Ａ２ａ（ｔ＝５ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

③ 床版下面 6.9

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝５ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝５ｃｍ）

Ａ１（ｔ＝６ｃｍ） Ａ１ａ（ｔ＝６ｃｍ）

Ａ２（ｔ＝５ｃｍ） Ａ２ａ（ｔ＝５ｃｍ）

重複部

280　mm

300　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ
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中分側
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水切り工 Ａ(面木30)

コンクリート表面被覆工

接着剤

1
0
0 断面修復工

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋
表面保護工
上り線　Ａ１

新津高架橋　表面保護工
上り線　Ａ１

狭小部範囲

280　mm

300　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ
工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

コンクリート表面被覆工

番号 箇所 数量(㎡)

① 高欄側面 0.4

② 張出下面 2.1

③ 床版側面 1.9

④ 床版下面 15.3

⑤ 床版側面 1.9

⑥ 張出下面 2.5

⑦ 高欄側面 0.5

計 24.6

型式：単純PC中空床版

水切り工　Ａ

詳細図　S=1:5

展開図　S=1:50
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中分側路肩側

水
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工
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水
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工
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24

02

①
②

水切り工 Ａ(面木30)

コンクリート表面被覆工

接着剤

1
0
0 断面修復工

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋
水切り工

上り線　Ａ１

新津高架橋　水切り工
上り線　Ａ１

狭小部範囲

280　mm

300　mm

路肩側

中分側

狭小部高さ
工 種施工範囲

コンクリート表面被覆工

型式：単純PC中空床版

水切り工　Ａ

水切り工　Ａ

番号 箇所 数量(m)

① 張出下面 2.4

② 張出下面 3.0

計 5.4

詳細図　S=1:5

展開図　S=1:50
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路肩側

中分側

安田 新潟

P3 P4

1
2
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5
6
5

2300 1400

①

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

1:150

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋
コンクリートはつり工、断面修復工

下り線　Ｐ３－Ｐ４

新津高架橋　コンクリートはつり工、断面修復工
下り線　Ｐ３－Ｐ４

型式：単純PC中空床版

狭小部範囲

コンクリートはつり工　Ａ１（ｔ＝５ｃｍ）

断面修復工　Ａ１ｂ（ｔ＝５ｃｍ）

番号 箇所 数量(㎡)

① 床版下面 1.7

施工範囲 コンクリートはつり工 断面修復工

Ａ１（ｔ＝５ｃｍ） Ａ１ｂ（ｔ＝５ｃｍ）
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B1-22

5400

5400

1
0
3
00

1
7
3
00

6200

9
3
00

1
5
9
00

6200

一般型積雪地用Ａ　L=3.0m

一般型積雪地用Ａ　L=6.0m

平面図　　S=1:300

　　　　一般型積雪地用Ａ

箇所 数量(m)

上り線 3.0

下り線 6.0

計 9.0

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

図示

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋
立入防止柵撤去設置工

上り線、下り線　Ｐ１－Ｐ２

新津高架橋　立入防止柵撤去設置工
上り線、下り線　Ｐ１-Ｐ２

施工範囲 工種

　 一般型積雪地用Ａ

一般型積雪地用Ａ　標準図　　S=1:30
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②

①

②

①

ホールインアンカー
M12×70　2本

ホールインアンカー
M12×70　2本

70
0

8
0
0

ホールインアンカー　Ｍ12

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

1:50

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

新津高架橋
排水管撤去設置工
上り線　Ａ１

新津高架橋　排水管撤去設置工
上り線　Ａ１

:排水管撤去設置工

排水管撤去設置工　A

番号 箇所 数量(箇所) 数量(ｍ)

① 路肩 1.0 0.8

② 中分 1.0 0.7

計 2.0 1.5

注記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. ボルト、ナットは溶融亜鉛メッキを施す。

　 亜鉛の膜厚は、HDZT49とする。
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R=2.000

B1-22

新津高架橋　交通保安要員

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

1:400

上り線　下り線　Ｐ１ーＰ２

新津高架橋
交通保安要員

上り線　下り線　Ｐ１―Ｐ２

※4 交通誘導警備員Ｂ１の数量を検測数量として扱うものとする。

※3 交通誘導警備員Ｂ１の休憩時の交代要員は1名とする。

単価表の項目 A1(人・日) P3(人・日) 合計(人・日)

交通誘導警備員Ｂ１ 42 4 46

交代要員 21 2 23

凡例

交通保安要員

    施工期間とする。

※2 P3施工時の交通保安要員の配置期間は、立入防止柵撤去設置工の

    を除く施工期間とする。

※1 A1側施工時の交通保安要員の配置期間は、事前調査及び表面保護工
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交 通 規 制 工



作業箇所

追越禁止

50

50

300m先

１００ｍ ２００ｍ２００ｍ
テーパー部

500m先 1000m先

２０ｍ間隔（１１枚）

標識車

50

３００ｍ２００ｍ

防護設備

路　肩

走　行

追　越

中　分

防護設備区間

緩衝区間

防護区間１００～２００ｍ

２０～４０ｍ

※７※９

※８

※７ ※６

※５

※３

※２ ※１

１００ｍ

※１　　標識板は高輝度または超高輝度とする。　　

※２　　３００ｍ先車線減少予告標識、５０ｋｍ/ｈ規制標識、テーパー先端の矢印板に「警告灯」を設置する。

※３　　回転灯および誘導ロボットの位置は矢印板の９枚目に設置する。

※４　　ラバーコーンの間隔は２０ｍとする。（通常区間）

※５　　標識車の下流側に作業案内看板・規制延長看板を、規制の終点にお礼看板を設置する。

※６　　作業箇所開始場所から６０ｍ程度区間を安全区間とし、ラバーコーンを１０ｍピッチで設置する。

※７　　規制延長が１ｋｍを超える場合は、「５０ｋｍ/ｈ区間標識」「あと○ｋｍコーン」を１ｋｍ毎に設置する。

※８　　テーパー部１名、工事用車両出入口１名、施工箇所１名、規制内巡回等１名に交通監視員を配置する。

※９　　規制区間の最後尾には、ラバーコーンを２個設置し、５０ｋｍ/ｈ規制・追い越し禁止解除標識を設置する。

※４

※１０　規制場所の規制速度に合わせて、標識を設置する。

安全区間６０ｍ
ラバーコーン間隔１０ｍ 

※４ ２００ｍ ２００ｍ ３００ｍ

800m先 1200m先 1500m先

80
ここから

ここまで

※５

※１０

標識車表示

工事中

←

通常区間 ※６
ラバーコーン間隔２０ｍ 

※４※９

覚醒区間

ここから

追越禁止

50

50

80
ここから

ここまで

ここから

50

警戒標識【貸与】

●00m先 車線幅減少看板【貸与】

矢印板【貸与】

速度標識【貸与】

●00m先

ラバーコーン【貸与】

作業内容案内看板【受注者準備】

規制延長案内看板【受注者準備】

規制作業協力御礼看板【受注者準備】

警告灯【受注者準備】

回転灯【受注者準備】

ロボット誘導員【貸与】

凡例

防護設備

交通監視員

覚醒マット【受注者準備】
（参考：寸法 Φ 0.6 *7枚（ゴム製））

防護設備【受注者準備】
（進入車両強制停止装置又はクッションドラム+トラック等） 

（規制速度50/追越禁止/ここから）

速度標識【貸与】
（規制速度50/追越禁止）

速度標識【貸与】
（規制速度50/追越禁止/ここまで）

速度標識【貸与】
（規制速度80/ここから）

（自発光式）

（高輝度反射式又は自発光式）

図面番号縮　　　尺

事務所名

図面の種類

北　陸　自　動　車　道

－

東日本高速道路株式会社

施工会社名

設計会社名

－

新潟支社　新潟管理事務所

Ｒ８新潟管内橋梁補修工事

交通規制工
車線規制

交通規制工
車線規制
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